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Ⅰ 調査の概要 

 

■ 調査目的 

原子力災害により避難されている住民の避難期間中の生活環境の改善や帰還に向けた諸施

策の適切な実施及び長期避難者に対する支援策等の具体化等を進めるための基礎情報を収

集することを目的に住民意向調査を実施。 

 

■ 調査実施主体 

復興庁・福島県・下記市町村が共同で実施。 

 

■ 実施状況 
 

実施 
市町村 

調査対象 
調査 
方式 

配布数 
有効 

回収数 
回収
率 

実施時期 

葛尾村 15 歳以上の全村民 無記名 1,391 人 1,033 人 74.3% 平成 24 年 8 月 17 日～9 月 3 日 

大熊町 

（1 回目） 
全世帯主 無記名 5,378 世帯 3,424 世帯 63.7% 平成 24 年 9 月 7 日～9 月 24 日 

楢葉町 15 歳以上の全町民 無記名 6,986 人 3,888 人 55.7% 平成 24 年 11 月 29 日～12 月 13 日

田村市 

避難指示解除準備区域

及び旧緊急時避難準備

区域の全世帯主 

無記名 932 世帯 603 世帯 64.7% 平成 24 年 11 月 29 日～12 月 13 日

飯舘村 全世帯主 無記名 2,985 世帯 1,523 世帯 51.0% 平成 24 年 11 月 30 日～12 月 14 日

富岡町 18 歳以上の全町民 無記名 13,191 人 7,634 人 57.9% 平成 24 年 12 月 3 日～12 月 18 日 

双葉町 中学生以上の全町民 無記名 6,293 人 3,710 人 59.0%
平成 24 年 12 月 20 日 

～平成 25 年 1 月 8 日

浪江町 15 歳以上の全町民 無記名 18,303 人 11,298 人 61.7% 平成 25 年 1 月 9 日～1 月 23 日 

大熊町 

（2 回目） 
全世帯主 記名 5,246 世帯 3,445 世帯 65.7% 平成 25 年 1 月 10 日～1 月 24 日 

計 60,705 36,558 60.2%   
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Ⅱ 調査結果 

現在の避難等の状況                               

（１） 現在の住居形態 

現在の住居種別について、旧緊急時避難準備区域を含む田村市を除く７町村において、応

急仮設住宅（プレハブ型、借上型）が、６割から８割を占めている。 

 

 

  

■田村市　（対象：世帯代表者　n=603）

■楢葉町　（対象：世帯代表者　n=1,926）

■富岡町　（対象：世帯代表者　n=3,157）

■大熊町（２回目）　（対象：世帯代表者　n=3,445）

■双葉町　（対象：中学生・高校生を除く住民　n=3,498）

■浪江町（対象：15歳以上住民　n=11,298）

29.4 14.6 8.5 2.8

0.8

2.83.3 32.3
0.7

4.8

給与住宅（社宅、公務

員宿舎など）

家族どなたかの

お住まい・実家

親戚・知人宅
持ち家

その他

無回答

（％）

34.5 40.8 10.5

0.5

2.6

1.2

2.0
3.9

1.8

2.2

応急仮設住宅
民間住宅・公営住宅などの

借上げ型（無償）

民間賃貸

（有償）

公営住宅

（有償）

給与住宅（社宅、

公務員宿舎など）
家族どなた

かの実家 親戚・

知人宅

持ち家

その他

無回答

（％）

16.0 47.6 18.6
1.7

3.4

2.2
2.3

4.1
1.9

2.1

応急仮設住宅

（プレハブ型）

応急仮設住宅（民間住宅・公営

住宅などの借上げ型（家賃無償））
公営住宅

（有償）

給与住宅（社宅、

公務員宿舎など）民間賃貸

（有償）

家族どなたかの

お住まい・実家

無回答

その他
親戚・

知人宅

持ち家 （％）

11.1 50.6 2.6 17.6
1.6

3.7

1.9

2.0
5.2

1.6

2.1

応急仮設住宅

（プレハブ型）

みなし仮設住宅（民間住宅・公営

住宅などの借上げ型（家賃無償））

民間賃貸住

宅（有償）

給与住宅（寮

・社宅など）避難所

（旧騎西高校）

家族どなたかの

お住まい・実家

無回答

その他親戚・

知人宅

持ち家公営住

宅（有償）

（％）

22.8 55.6 9.8 2.4
3.3

3.7

1.2

1.2

仮設住宅
借上げ住宅、公営住宅、

公務員宿舎（家賃無償）
社宅等

実家、親戚、

知人宅

民間賃貸、公営住宅

（家賃有償、賠償対象） 持ち家 無回答

その他 （％）

23.3 54.0 7.7

1.0

2.9
3.2

4.6
1.6

1.7

借上げ住宅

（無償）仮設住宅 民間賃貸

（有償）

公営住宅

（有償） 社宅等 実家・親

戚宅等

持ち家
その他

無回答

（％）

応急仮設住宅

（プレハブ型） 応急仮設住宅（民間住宅・公営

住宅などの借上げ型（家賃無償））

民間賃貸

公営住宅

※ 旧緊急時避難準備区域を含む 

（対象：18 歳以上住民 n=7,634） 
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（２） 世帯の分離状況 

避難生活における世帯（家族）の分散状況は、分散世帯の割合が最も高い飯舘村が 51.1%。

次いで浪江町が 46.7%。最も少ない葛尾村が 29.7%。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.0

59.1

42.3

51.1

57.4

54.4

51.7

50.2

51.1

29.7

46.7

39.2

31.2

35.0

36.5

32.9

4.9

11.3

11.1

9.8

11.3

10.7

11.8

16.9

飯舘村

（対象：震災発生当時世帯主）

葛尾村

（対象：震災発生当時世帯主）

浪江町

（対象：震災発生当時世帯主）

双葉町

（対象：震災発生当時世帯主）

大熊町（１回目）

（対象：震災発生当時世帯主）

富岡町

（対象：震災発生当時世帯主）

楢葉町

（対象：震災発生当時世帯主）

田村市

（対象：震災発生当時世帯主）

（％）

複数か所に分かれて

避難している
無回答

（ｎ=498）

（ｎ=1,511）

（ｎ=3,157）

（ｎ=2,620）

（ｎ=1,310）

（ｎ=5,149）

（ｎ=320）

（ｎ=845）

世帯でまとまって

  避難している 

■葛尾村　（対象：15歳以上住民　n=1,033）

■飯舘村　（対象：世帯代表者　n=1,523）

52.3 26.9 13.2

1.5

3.5

0.9

1.7

応急仮設施設

（プレハブ型）
応急仮設住宅

（借上げ型）
賃貸住宅

持ち家
親戚など 無回答

その他 （％）

16.5 55.5 14.1 6.0

1.3

1.6
1.6
1.5

1.8

借上げ住宅（借上げ型の

仮設住宅（無償））
プレハブ型の

仮設住宅（無償）

社宅、公務

員宿舎民間賃貸

（有償）

家族どなたかの

お住まい・実家

無回答

その他親戚・

知人宅

持ち家 （％）
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（３） 震災発生前後の職業の変化 

いずれの市町村においても、震災発生当時に比べて現在の有職者比率が減少しており、特

に自営業の減少が大きい。 

※飯舘村は設問なし 

 

 

■田村市　（対象：世帯代表者　n=603）

公務員 学生

(%)

自営業

会社員
（事務）

会社員
（労務）

パート・
アルバイト

無職（退職者
も含む）

震災発生当時

現在

■楢葉町　（対象：高校生以下を除く住民　n=3,755）

公務員

(%)

自営業
会社員
（事務）

会社員
（労務）

パート・
アルバイト     その他

学生
無職（退職者

も含む）

震災発生当時

現在

■富岡町　（対象：18歳以上住民　n=7,634）

学生

(%)

自営業
会社員
（内勤）

会社員
（外勤） 　  その他

無回答

震災発生当時

現在

その他

無職（退職してい
た場合も含む）

14.5 

4.1 

22.5 

15.4 

9.7 

6.7 

3.4 

3.1 

0.5 

0.4 

11.7 

5.7 

2.2 

1.9 

3.7 

2.5 

29.9 

55.5 

1.9 

4.8 

12.6 

5.2 

9.3 

7.0 

21.5 

15.8 

12.1 

7.1 

3.6 

3.1 

2.3 

2.3 

2.4 

1.4 

32.9 

52.9 

3.2 

5.2 

28.2 

20.1 

3.6 

4.0 

28.5 

20.9 

4.8 

6.0 

5.5 

5.1 

3.8 

5.1 

‐

0.2 

23.9 

35.5 

1.7 

3.2 

無回答

無回答

公務員

（外勤）

公務員

（内勤）

有識（計）74.5%

有識（計）61.2%

有識（計）61.4%

有識（計）40.6%

有識（計）64.5%

パート・

アルバイト

有識（計）37.2%

有職

有職 

有職 

有職 

有職 

有職 
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■大熊町（１回目）　（対象：世帯代表者　n=3,424）

　　　　　　　有職（計） 73.8%
(%)

自営業
会社員
（事務）

会社員
（労務）

公務員
パート・
アルバイト

学生
無職（退職者
含む）

無回答

震災発生当時

現在

有職（計） 46.7%

■双葉町　（対象：高校生以下を除く住民　n=3,498）

　　　　　　　　　　　　　有職（計） 62.2%

学生

(%)

自営業
会社員
（事務）

会社員
（労務）

公務員 その他

無回答

震災発生当時

現在

自営業（休業中）

自営業（継続中もしくは再開済）

有職（計） 37.1%

■浪江町　（対象：15歳以上住民　n=11,298）

　　　　　　　　　　　　　有職（計） 61.6%

公務員 その他

(%)

自営業
会社員
（事務）

会社員
（労務）

団体職員

無回答

震災発生当時

現在

自営業（休業中）

自営業（継続中もしくは再開済）

有職（計） 38.1%

■葛尾村　（対象：15歳以上住民　n=1,033）

　有職（計） 66.0%

(%)

自営業
会社員
（事務）

会社員
（労務）

公務員
学生

無職（退職者
を含む）

無回答

震災発生当時

現在

有職（計） 43.9%

無職（退職者も含む）

無職（退職者も含む）

パート・
アルバイト

その他

28.6 

7.7 

5.9 

4.4 

19.5 

17.7 

3.4 

3.4 

8.1 

9.6 

0.6 

1.1 

5.4 

4.3 

24.6 

47.0 

4.0 

4.8 

16.2 

3.4  5.7 

6.8 

4.5 

20.1 

11.8 

1.8 

1.2 

3.3 

3.0 

10.4 

5.9 

2.9 

2.6 

5.3 

4.3 

30.4 

54.2 

2.7 

3.4 

14.2 

2.0 
3.5 

9.7 

6.3 

20.3 

12.9 

4.9 

4.7 

9.3 

4.9 

3.8 

2.8 

2.8 

1.7 

32.5 

56.7 

2.5 

4.5 

14.7 

4.7 

10.6 

8.4 

35.1 

24.5 

4.4 

3.7 

6.8 

3.3 

2.1 

2.0 

0.9 

0.6 

23.5 

48.8 

1.9 

3.9 

パート・
アルバイト

その他

パート・ア

ルバイト

学生
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（４） 避難生活で困っていること 

現在の避難生活で最も困っている分野を単数回答で尋ねた田村市、楢葉町、富岡町、大熊

町、葛尾村、飯舘村のいずれの市町村においても、最も回答が多いのは「コミュニティ形成」で、

次いで多いのは「就労・労働」分野となっている。 

また、現在の住居の所有形態別に見ると、「借上」、「民間」は、「仮設」（プレハブ型）と比較し

て、「コミュニティ形成」の回答の割合が高くなっている。 

なお、双葉町は、複数回答方式で選択肢が異なっており、「住環境、居住地住環境居住地・

移転先・生活拠点等」との回答が最も多く、次いで「生活費・賠償金、住宅ローン等の取扱」との

回答が続いている。 

※浪江町は設問なし 

 

■田村市　（対象：世帯代表者　n=603）

■楢葉町　（対象：世帯代表者　n=1,926）

■富岡町　（対象：18歳以上住民　n=7,634）

11.8

11.3

6.8

16.4

9.1

6.5

7.3

10.2

4.1

6.3

7.8

9.0

2.3

11.3

4.9

21.7

26.6

17.0

21.0

19.6

24.7

20.9

33.0

20.0

30.8

11.6

9.6

17.0

11.3

11.2

15.9

15.3

13.6

15.9

18.2

全体

仮設

借上

持ち家

その他

医療 教育
介護・福祉

就労・労働
コミュニティ形成

無回答その他
（％）

現
在
の
住
居
の
所
有
形
態

13.1

17.2

9.8

11.4

13.9

3.7

2.9

5.0

2.0

3.3

4.9

6.3

3.2

3.5

7.7

17.7

16.6

21.4

15.8

10.9

33.4

26.5

39.2

36.1

31.8

14.7

15.4

12.8

14.9

18.2

12.5

15.2

8.7

16.3

14.2

全体

仮設

借上

民間

その他

介護・福祉
就労・労働 コミュニティ形成 その他医療 教育 無回答

現
在
の
住
居
の
所
有
形
態

（％）

9.4

15.1

8.2

7.7

9.0

3.5

1.8

4.0

4.0

3.1

4.4

5.2

3.7

3.4

6.5

16.5

15.6

18.4

17.6

11.2

35.3

24.2

37.4

39.5

35.3

18.7

21.3

18.8

16.6

18.6

12.2

16.7

9.6

11.1

16.3

全体

仮設

借上

民間

その他

医療
教育

介護・福祉
就労・労働 コミュニティ形成 その他 無回答 （％）

現
在
の
住
居
の
所
有
形
態
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■大熊町　（対象：世帯代表者　n=3,424）

■葛尾村　（対象：15歳以上住民　n=1,033）

■飯舘村　（対象：世帯代表者　n=1,523）

9.8

15.5

7.6

9.1

7.9

5.8

6.9

7.7

4.6

3.4

5.6

6.4

5.1

5.3

6.0

17.0

17.9

18.9

16.7

13.3

28.6

20.2

29.7

31.7

30.9

20.1

20.9

19.8

21.5

17.6

2.6

1.8

2.1

2.5

4.3

10.6

10.4

9.0

8.4

16.4

全体

仮設

借上

民間

その他

医療
教育

介護・福祉 就労 コミュニティ形成 その他 無回答特になし
（％）

現
在
の
住
居
の
所
有
形
態

9.8

13.9

5.4

3.7

7.6

5.8

6.9

4.3

7.4

1.3

9.7

11.9

8.3

5.1

7.6

13.6

14.1

16.2

11.0

6.3

21.4

16.3

30.2

27.2

15.2

4.7

7.8

1.8

1.5

0.0

0.7

0.2

1.1

2.2

0.0

7.5

6.5

7.2

9.6

11.4

5.0

2.2

7.2

9.6

8.9

21.8

20.4

18.3

22.8

41.8

全体

仮設

借上

賃貸

その他

医療 教育 介護・福祉 就労 コミュニティ形成 住居
生活費

その他
特になし

無回答
（％）

現
在
の
住
居
の
所
有
形
態

7.6

7.5

12.3

5.6

4.3

3.9

4.7

0.8

4.2

4.3

8.4

7.2

13.1

5.6

10.4

17.7

19.8

15.5

18.1

11.4

17.9

19.2

13.1

19.1

17.1

14.9

15.6

13.9

14.4

13.7

23.8

21.5

24.6

27.4

28.4

5.8

4.5

6.7

5.6

10.4

全体

借上

仮設

民間

その他

医療 教育
介護・福祉

労働
コミュニティ形成 その他 特になし 無回答

（％）

現
在
の
住
居
の
所
有
形
態

■双葉町　（対象：高校生以下を除く住民　n=3,498）　＜複数回答＞

13.8

22.7

11.9 11.1

15.8

4.2 4.1 4.6 4.1 3.3

9.3

11.6

8.3 7.2

12.510.1

8.8

11.5 10.3

7.4

24.4

13.7

27.0

26.1
22.4

57.8

69.8

65.4

52.9

37.1

25.1

18.9

25.8
27.7

24.6

42.8 41.6
45.0

43.3

37.6

33.0
34.6 36.1

30.9

26.2

2.2 1.3 2.2 2.4 2.3

7.0 6.2
4.5

8.5
12.4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

全体 仮設 借上 民間 その他

医療

教育

介護・福祉

労働

コミュニティ形成

住環境、居住地・移転先・生

活拠点等
情報

生活費・賠償金、住宅ローン

等の取扱
家族分散状況・多重生活の

状況
その他

特になし

（％）

■大熊町（１回目） （対象：世帯代表者  n=3,424）
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帰還意向について                        

（５） 帰還意向 

①  年代別、帰還意向 

年代別に帰還意向の傾向を見たところ、８市町村全てにおいて、高齢者ほど帰還意向が高く、

若年者ほど帰還意向が低い傾向がみられる。 

 

■田村市　（対象：震災発生時居住地区以外で生活している世帯代表者　n=403）

■楢葉町　（対象：15歳以上住民　n=3,888）

■富岡町　（対象：18歳以上住民　n=7,634）

■大熊町（１回目）　（対象：世帯代表者　n=3,424）

6.7

0.0

0.0

0.0

8.0

8.7

8.2

34.5

13.6

30.8

44.6

44.3

22.7

30.0

60.0

54.5

35.9

30.4

22.6

26.8

10.2

40.0

31.8

15.4

4.5

7.0

13.4

18.6

0.0

0.0

17.9

12.5

17.4

28.9

全体

１０－２０

代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

（％）震災発生時お住まいの

地区にすぐに戻る

条件が整えば震災発生時の

お住まいの地区に戻る 今はまだ判断できない
震災発生当時の居住

地区には戻らない 無回答

9.7

1.7

1.7

3.3

8.1

11.0

19.5

33.1

22.9

21.2

23.4

34.8

40.6

41.7

34.0

33.1

30.0

45.4

38.8

35.3

27.2

22.3

42.1

46.8

27.9

18.1

12.9

11.0

0.9

0.2

0.2

0.0

0.1

0.3

0.6

全体

１０－２０

代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

（％）
無回答

楢葉町に

すぐに戻る

条件が整えば、

楢葉町に戻る
今はまだ判断できない

楢葉町には

戻らない

15.6

7.3

6.3

9.6

14.0

16.1

28.6

43.3

38.5

36.7

46.6

45.4

45.5

43.0

40.0

53.9

56.4

43.6

40.2

38.0

26.1

1.1

0.3

0.6

0.2

0.4

0.4

2.2

全体

１０－２０

代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

（％）
無回答

現時点で戻りたい

と考えている
現時点でまだ判断がつかない

現時点で戻らないと

決めている

11.0

6.1

4.5

7.3

9.6

13.3

18.9

41.9

42.5

38.5

41.9

42.9

42.4

42.9

45.6

50.4

56.8

50.8

47.2

42.7

34.8

1.4

0.9

0.2

0.0

0.3

1.6

3.4

全体

１０－２０

代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

（％）
無回答

現時点で戻りたい

と考えている
現時点でまだ判断がつかない

現時点で戻らないと

決めている
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■双葉町　（対象：中学生以上住民　n=3,710）

■浪江町　（対象：15歳以上住民　n=11,298）

■葛尾村　（対象：15歳以上住民　n=1,033）

■飯舘村　（対象：世帯代表者　n=1,523）

10.3

4.4

3.6

6.4

10.4

10.9

18.1

28.4

35.9

27.4

31.4

26.3

24.0

29.8

26.9

26.1

26.9

28.3

30.5

28.8

23.5

30.4

32.5

40.4

33.9

31.5

34.2

21.3

4.1

1.2

1.7

0.0

1.4

2.2

7.4

全体

１０－２０

代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

（％）

無回答

自宅の補修・再建、インフラの

復旧後すぐに戻りたい 条件付き帰還
現時点でまだ判断が

つかない
双葉町に戻りたい

とは思わない

7.0

1.6

2.9

1.1

5.6

7.3

12.1

26.2

20.5

10.7

22.2

22.0

30.9

36.0

6.4

5.7

8.7

5.6

11.3

6.8

2.8

30.7

26.2

29.1

32.2

32.2

33.0

30.4

27.1

45.9

48.5

38.9

27.7

20.9

12.5

2.6

0.0

0.0

0.0

1.1

1.0

6.2

全体

10－20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

（％）

無回答

葛尾村に

すぐに戻る

条件が整えば

葛尾村に戻る
現時点でまだ判断が

つかない

葛尾村には

戻らない

（％）二地域

居住する

2.3

1.1

0.9

0.9

1.4

2.2

4.6

2.6

0.8

0.8

0.5

1.6

2.3

6.1

4.2

2.5

1.7

2.4

3.1

4.8

7.3

13.2

9.3

4.9

6.6

10.9

14.1

22.7

16.9

10.1

14.4

19.0

20.5

22.2

12.9

29.4

31.3

35.2

37.2

33.1

27.7

21.8

27.6

43.8

41.3

32.2

27.7

23.6

17.3

3.8

1.1

0.9

1.2

1.7

3.2

7.2

全体

１０－２０

代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

（％）

無回答
浪江町には

戻らない

自宅であれば、

解除後すぐ

帰りたい

地区に関わら

ず条件が整えば

帰りたい

しばらくは

二地域居住
まだ判断が

つかない

解除後 すぐ

に帰りたい

自宅であれば、

条件が整えば帰りたい

21.9

2.4

3.8

7.4

17.1

28.7

40.5

26.9

14.6

18.8

28.6

26.3

31.3

27.5

20.2

17.1

27.1

24.6

26.6

17.0

13.0

27.8

63.4

50.4

38.3

27.6

19.9

13.6

3.2

2.4

0.0

1.1

2.4

3.1

5.4

全体

２０代以下

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

（％）

無回答

戻りたいと

考えている
戻りたいが

判断がつかない
わからない

戻らないと

決めている

条件が整えば
戻りたい 
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②  子供のいる世帯の帰還意向 

家族構成別（世帯に子どもはいるか否か）の傾向を見たところ、子ども（大熊町、葛尾村は小・

中学生、それ以外の市町村は未就学児も含む）がいる世帯と該当する子供がいない世帯では、

前者の方が帰還意向が低い傾向が見られる。 

 

■田村市

■楢葉町

■富岡町

■大熊町（１回目）

■双葉町

■浪江町

■葛尾村

■飯舘村

5.8

10.9

26.7

36.3

32.0

32.0

35.4

20.6

0.0

0.3

子ども（未就学児、小・中学生）

がいる世帯 (n=378)

世帯代表者 (n=1926)

楢葉町にすぐ戻る 条件が整えば、

楢葉町に戻る
楢葉町には戻らない

今はまだ判断できない 無回答

（％）

9.0

17.3

43.0

44.1

47.7

38.0

0.3

0.6

子ども（未就学児、小・中学生）

がいる世帯 (n=732)

世帯代表者 (n=3660)

戻りたいと考えている まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答

（％）

5.5

11.0

40.0

41.9

54.1

45.6

0.4

1.4

子ども（小・中学生）がいる世

帯 (n=567)

世帯代表者 (n=3424)

戻りたいと考えている まだ判断がつかない
戻らないと決めている

無回答

（％）

6.6

13.1

29.0

28.5

29.0

26.6

34.5

30.2

1.0

1.6

子ども（未就学児、小・中学生）

がいる世帯 (n=290)

世帯代表者 (n=1570)

自宅の補修、インフラ復旧が

終わればすぐに戻りたい 条件が整えば戻りたい
まだ判断がつかない 双葉町に戻りたい

とは思わない 無回答

（％）

4.3

6.7

37.6

34.5

36.6

30.0

15.1

10.2

6.5

18.6

子ども（未就学児、小・中学生）

がいる世帯 (n=310)

世帯代表者 (n=403)

（％）震災発生当時に住んで

いた地区にすぐに戻る

条件が整えば、震災発生当時に

住んでいた地区に戻る 今はまだ判断できない
震災発生当時に住んでいた

地区には戻らない
無回答

1.0

2.4

2.3

4.6

1.3

2.3

8.6

13.7

15.9

19.0

32.7

29.2

36.6

26.2

1.6

2.5

子ども（未就学児、小・中学生）

がいる世帯 (n=1000)

世帯代表者 (n=5149)

地区に関わらず

解除後すぐに帰りたい

地区に関わら

ず条件が整え

ば帰りたい

自宅に帰れるの

であれば解除後

すぐに帰りたい

自宅に帰れるの

であれば条件が

整えば帰りたい

しばらくは

二地域居住 まだ判断がつかない
浪江町には戻らないと

決めている 無回答

（％）

12.0

21.9

21.7

26.9

24.0

20.2

40.6

27.8

1.8

3.2

子ども（未就学児、小・中学生）

がいる世帯 (n=217)

世帯代表者 (n=1523)

戻りたいと考えている
戻りたいと考えているが

判断がつかない わからない
戻らないと決めている

無回答

（％）

15.0

8.6

35.0

34.0

5.0

6.0

22.5

26.7

20.0

22.5

2.5

2.2

子ども（小・中学生）がいる世帯

(n=40)

世帯代表者 (n=315)

無回答
葛尾村には戻らない今はまだ

判断できない二地域居住する

条件が整えば、

葛尾村に戻る
葛尾村にすぐ戻る

（％）
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（６）条件が整えば帰還を希望する方の必要条件  

帰還に当たって必要な条件としては、浪江を除く４市町村で「放射線量の低下」が最も多く挙

げられている。 

（対象：条件付で帰還を希望している方※） ＜複数回答＞ 

※ 浪江町は避難指示解除後すぐに帰還を希望している方を含む 

 

 田村市 楢葉町 双葉町 浪江町 葛尾村 

１番目 

放射線量が避難指

示解除後の時のレ

ベルよりもさらに低

下すること 

放射線量が低下す

ること 

放射線量が十分低く

なること 

上下水道などのライ

フラインの復旧時期

の目途 

放射線量がある程

度低下すること 

２番目 

原子力発電所の安

全性の確保に向け

た取組みが継続され

ること 

水道水などの生活

用水が安全であるこ

とが確認されること 

医療機関の整備、介

護・福祉サービスが

確保されること 

医療機関の整備・再

開時期の目途 

原子力発電所の安

全性が確保されるこ

と 

３番目 

水道水などの生活

用水が安全であるこ

とが常に確認される

こと 

原子力発電所の安

全性が確保されるこ

と 

原子力発電所の廃

炉措置の安全性が

確保されること 

原子力発電所の安

全性の確保 

水道水などの生活

用水が安全であるこ

とが確認されること 

４番目 

震災発生当時居住

地区内の学校が再

開されること 

町内に生活商業施

設が再開されること 

町内に生活商業施

設が再開されること 

生活に必要な商業

施設の再開の目途 

医療機関の整備、介

護・福祉サービスが

確保されること 

５番目 

震災発生当時居住

地区内に生活商業

施設が再開されるこ

と 

医療機関の整備、介

護・福祉サービスが

確保されること 

他の住民がある程

度戻ること 

受領する賠償額の

確定 

村内に生活商業施

設が再開されること 

 

 

（７）帰還の際に行政に求める支援 

帰還意向のある方が帰還の際に行政に求める支援として、「商店の再開支援」や「農林畜産

業の支援」などの自営業再開の支援と、「継続的な健康管理の支援」、「市町村からの継続的な

情報提供」が、上位に挙げられている。 

（対象：帰還を希望している方） ＜複数回答＞ 

 

 田村市 楢葉町 葛尾村 飯舘村 

１番目 商店の再開支援 商店の再開の支援 継続的な健康管理の支援 住宅再建・修繕の支援 

２番目 農林畜産業の支援・指導 継続的な健康管理の支援
葛尾村からの継続的な情

報提供 
継続的な健康管理の支援

３番目 
田村市からの継続的な情

報提供 

楢葉町からの継続的な情

報提供 
住宅再建の支援 

商店の再開支援（上記と

同数） 

４番目 継続的な健康管理の支援 住宅再建の支援 商店の再開支援 
飯舘村からの継続的な情

報提供 

５番目 生活用水の安全性の確保 コミュニティ再生の支援 農林畜産業の支援・指導 農林畜産業の支援 
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（８）帰還した場合の事業の再開意向 

帰還意向のある方に、事業の再開意向を尋ねた３町村では、現時点で「再開するつもりはな

い」との回答者は１割程度となっている。町村ごとに見ると、楢葉町では回答者の５割が「再開し

たい」意向を持つ一方、葛尾村、飯舘村では、「まだ判断できない」、「無回答」を合わせると、と

もに６割程度を占めている。 

（対象：帰還を希望している方かつ震災発生前に自営業をしていた方） 

 

 

（９）帰還後に事業を再開する際の課題 

帰還し、事業を再開する際の課題として、「事業に必要な土地や家屋等の除染」や「農畜産物

等の放射能からの安全性確保」「風評被害の払しょく」など、放射能による影響を懸念する回答

が上位に挙げられている。 

（対象：帰還を希望している方かつ震災発生前に自営業をしていた方） ＜複数回答＞ 

 

 楢葉町 葛尾村 飯舘村 

１番目 
事業に必要な土地や建屋などの除

染 
事業に必要な土地や建屋等の除染 風評被害の払しょく 

２番目 設備や機材等への新たな投資 
農畜産物等の放射能からの安全性

確保 

農畜産物や製品の放射能の安全性

確保 

３番目 顧客・販売先の確保 風評被害の払しょく 設備や家畜等への新たな投資 

４番目 風評被害の払しょく 
長期間利用していない設備等の投

資 
後継者（担い手）・従業員の確保 

５番目 
農畜産物や製品の放射能の安全性

確保 
顧客・販売先の確保 ― 

  

■楢葉町　（n=261）

■葛尾村　（n=142）

■飯舘村　（n=280）

49.8 30.7 10.7 8.8

（％）

再開したい まだ判断できない

再開するつもりはない

無回答

26.1 33.8 9.9

2.1

28.2

（％）
再開するつもりはない

再開したい まだ判断できない 無回答その他

28.9 23.9 7.5

2.5

37.1

（％）再開するつもりはない

その他再開したい まだ判断できない 無回答
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（１０）帰還を判断するために必要な情報・条件 

帰還をまだ判断できないとの回答者が帰還を判断するために必要な情報・条件として、「放射

線量の低下の目途」、「原発の安全性の確保」など、原子力災害に係る情報・条件と、「社会基盤

の復旧の目途」や「医療、介護・福祉サービスの再開」など、生活するために必要なハード・ソフト

整備に係る情報・条件が上位に挙げられている。 

（対象：帰還を判断できない方） ＜複数回答＞ 

 

 田村市 楢葉町 富岡町 大熊町（１回目）

１番目 放射線量の低下の目途 
医療、介護・福祉サービ

ス、学校、商業施設等の

再開 
社会基盤の復旧の目途 社会基盤の復旧の目途 

２番目 
どの程度の住民が戻るか

の情報 
一定程度の放射線量の低

下 
放射線量の低下の目途 放射線量の低下の目途 

３番目 受領する賠償額の確定 
東京電力による世帯ごと

の賠償額の確定 
受領する賠償額の確定 受領する賠償額の確定 

４番目 地区内の商業施設の再開 
どの程度の住民が帰還す

るかの情報 
どの程度の住民が残るか

の情報 
中間貯蔵施設の情報 

５番目 地区内の学校の再開 ― ― 
どの程度の住民が残るか

の情報 

 

 双葉町 浪江町 葛尾村 飯舘村 

１番目 社会基盤の復旧の目途 原発の安全性の確保 
一定程度の放射線量の低

下 
放射線量の低下の目途 

２番目 受領する賠償額の確定 
医療機関の整備・再開時

期の目途 

医療、介護・福祉サービ

ス、学校、商業施設等の

再開 
受領する賠償額の確定 

３番目 放射線量の低下の目途 
上下水道などのライフライ

ンの復旧時期の目途 
東京電力による世帯ごと

の賠償額の確定 
道路、学校、病院等の社

会基盤の復旧時期の目途

４番目 
原発の安全性に関する情

報 
受領する賠償額の確定 

どの程度の住民が戻るか

の情報 
どの程度の住民が戻るか

の情報 

５番目 中間貯蔵施設の情報 放射線量の低下の目途 ― ― 
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（１１）帰還を希望しない理由 

帰還を希望しない方が挙げた理由としては､８市町村のうち双葉町を除く７市町村で「放射線

量に不安があるから」との回答が最も多く挙げられている。 

また、比較的福島第一原子力発電所に近い双葉郡４町（富岡町、大熊町、双葉町、浪江町）

や田村市、楢葉町においては、「原子力発電所の安全性に不安があるから」との回答が上位に

挙げられている。 

（対象：帰還意向のない方） ＜複数回答＞ 

 

 田村市 楢葉町 富岡町 大熊町（１回目）

１番目 
放射線量に対する不安が

あるから 
放射線量に対する不安が

あるから 
放射線量に対する不安が

あるから 
放射線量に対する不安が

あるから 

２番目 
原子力発電所の安全性に

不安があるから 
原子力発電所の安全性に

不安があるから 
原子力発電所の安全性に

不安があるから 
原子力発電所の安全性に

不安があるから 

３番目 
医療環境に不安があるか

ら 
医療環境に不安があるか

ら 
家が汚損・劣化し、住める

状況ではないから 
家が汚損・劣化し、住める

状況ではないから 

４番目 
家が汚損・劣化し、住める

状況ではないから 
生活に必要な商業施設等

が元に戻りそうにないから

生活に必要な商業施設な

どが元に戻りそうにないか

ら 

生活に必要な商業施設等

が元に戻りそうにないから

５番目 
町外への移動交通が不便

だから 
家が汚損、劣化し、住める

状況ではないから 
医療環境に不安があるか

ら 
医療環境に不安があるか

ら 

 

 双葉町 浪江町 葛尾村 飯舘村 

１番目 
帰還するまでに時間がか

かると思うから 
放射線量に対する不安が

あるから 
放射線量が低下せず不安

だから 
放射線量に対する不安が

あるから 

２番目 
放射線量に対する不安が

あるから 
原子力発電所の安全性に

不安があるから 
水道水などの生活用水の

安全性に不安があるから 
家が汚損・劣化し、住める

状況ではないから 

３番目 
家が汚損・劣化し、住める

状況ではないから 
家が汚損・劣化し、住める

状況ではないから 
原子力発電所の安全性に

不安があるから 
生活に必要な商業施設等

が元に戻りそうにないから

４番目 
原子力発電所の安全性に

不安があるから 
医療環境に不安があるか

ら 
家が汚損・劣化し、住める

状況ではないから 
飯舘村に戻っても仕事が

ないから 

５番目 
避難先で生活再建するこ

とにしたから 
生活に必要な商業施設等

が元に戻りそうにないから

葛尾村に戻っても仕事が

ないから 
原子力発電所の安全性に

不安があるから 
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（１２）帰還を希望しない方が行政に求める支援 

帰還を希望しない方が行政に求める支援として、その市町村からの「継続的な情報提供」との

回答を多く挙げている。また「継続的な健康管理の支援」、「住居の確保の支援」などもほとんど

の市町村で上位に挙げられている。 

（対象：帰還意向のない方） ＜複数回答＞ 

 

 田村市 楢葉町 富岡町 大熊町（１回目）

１番目 
田村市からの継続的な情

報提供 
住居の確保の支援 

富岡町からの継続的な情

報提供 
大熊町からの継続的な情

報提供 

２番目 継続的な健康管理の支援 
土地家屋の処分や固定資

産税の減免 
住居の確保の支援 住居の確保の支援 

３番目 住居の確保の支援 継続的な健康管理の支援 継続的な健康管理の支援 継続的な健康管理の支援

４番目 
仮設住宅、借上げ住宅利 
用期間の確保 

仮設住宅、借上げ住宅利

用期間の確保 
仮設住宅、借上げ住宅利

用期間の確保 
仮設、借り上げ住宅利用

期間の確保 

５番目 仕事のあっせん 
楢葉町からの継続的な情

報提供 
仕事のあっせん 仕事のあっせん 

 

 双葉町 浪江町 葛尾村 飯舘村 

１番目 
町に残された土地・建物 
等の財産管理への支援 

賠償に関する支援 住居の確保の支援 住居の確保の支援 

２番目 
双葉町からの継続的な情

報提供 
継続的な健康管理の支援

仮設、借り上げ住宅利用

期間の確保 

仮設、借り上げ住宅利用

期間の確保 

３番目 
双葉町外の自宅の再建や

住居の確保の支援 
浪江町からの継続的な情

報提供 
葛尾村からの継続的な情

報提供 
継続的な健康管理の支援

４番目 継続的な健康管理の実施 住居の確保の支援 継続的な健康管理の支援
飯館村からの継続的な情

報提供 

５番目 
双葉町外における雇用の

確保の支援 
仮設、借り上げ住宅利用

期間の確保 
仕事のあっせん 仕事のあっせん 

 

 

  



16 

避難期間中の居住地・住居形態について                  

（１３）避難期間中の居住地について 

① 避難生活を送る場として希望する市町村 

避難生活を送る場として希望する市町村は、いわき市が最も多く、約 4,500 世帯。次いで福

島市、南相馬市が約 1,200 世帯、郡山市が約 900 世帯。移転するかどうか判断できない世帯

は約 6,000 世帯。 

（算定方法） 調査によって得られた、市町村外への移転を希望している世帯の移転希望市町村別の世帯数と市町村外への

移転を希望していない世帯の現在の避難先市町村の世帯数を集計することにより、避難生活を送る場として希望

する市町村ベースで居住希望世帯数を算定。（※50 世帯以上が希望する市町村のみ市町村名を掲載） 

＜対象＞ 田村市、楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村 ・・・ 世帯代表者 

 

② 災害公営住宅への入居意向のある世帯が避難生活を送る場として希望す

る市町村 

災害公営住宅への入居意向のある世帯が避難生活を送る場として希望する市町村につい

ては、いわき市が最も多く、約 1,300 世帯。次いで南相馬市が約 260 世帯、郡山市が約 230

世帯。移転するかどうか判断できない世帯は約 820 世帯。 

（算定方法） 調査によって得られた、市町村外への移転を希望している世帯の移転希望市町村別の世帯数と市町村外への

移転を希望していない世帯の現在の避難先市町村の世帯数を集計することにより、避難生活を送る場として希望

する市町村ベースで災害公営住宅入居希望世帯数を算定。（※10 世帯以上が希望する市町村のみ市町村名を

掲載） 

＜対象＞ 田村市、楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村 ・・・ 世帯代表者 

 

  

4,510 

1,187 1,171 897 
294 220 183 130 125 86 85 75 74 66 61 

562 

2,033 

5,977 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000 （単位：世帯）

1,306 

257 230 
100 92 49 37 33 26 21 21 19 19 15 11 61 111 

824 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400 （単位：世帯）
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（１４）希望する住居形態 

避難期間中の生活において希望する住宅の所有形態について、多くの市町村において「持

ち家」との回答の割合が高い。「公営住宅」との回答の割合は、多くの市町村で２割前後。 

※葛尾村のみ選択肢に「応急仮設住宅」を設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.5

18.4

25.5

18.9

23.9

28.8

16.5

11.8

13.2

31.2

17.9

19.2

21.8

20.1

24.7

13.5

38.0

36.5

49.1

54.2

43.8

43.0

46.8

20.3 9.7 26.3

5.5

5.3

4.3

4.4

6.0

5.0

7.1

4.7

20.9

8.7

3.2

3.3

4.5

3.1

4.9

13.7

田村市

楢葉町

富岡町

大熊町

（１回目）

双葉町

浪江町

飯舘村

葛尾村

（％）（％）
公営住宅

（災害公営含む） 民間賃貸 持ち家 その他 無回答

応急仮設住宅

（プレハブ型）
応急仮設住宅（借上型）

（対象：高校生以下を除く住民 n=3,755）

（対象：今の住居から転居希望等の住民 n=5,555）

（対象：今の住居から転居希望等の世帯 n=2,636）

（対象：今の住居から転居希望等の世帯主 n=861）

（対象：今の住居から転居希望等の世帯主 n=4,919）

（対象：高校生以下を除く住民 n=3,498）

（対象：15 歳以上住民 n=1,033）

（対象：震災発生当時居住地区が避難指示解除準備区域の世帯主 n=129）
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町外コミュニティについて                    

（１５）町外コミュニティへの居住意向 

町外コミュニティへの居住意向は、４町すべてにおいて、「現時点では判断できない」との回答

が４割を超えており、「居住する」、「居住しない」との回答を上回っている。 

富岡町、大熊町、浪江町では、「居住する」との回答が概ね２割程度であり、双葉町では、「移

り住みたい」との回答が 6.7%、「現時点では判断できないが、検討したい」との回答が 45.5%。 

居住意向を年代別にみると、高齢者の方が若年者と比較して居住希望の割合が高い。 

 

■富岡町（対象：18 歳以上住民  n=7,634） 

 

 

 

 

 

 

 

■大熊町（１回目）（対象：世帯代表者  n=3,424） 

 

 

 

 

 

 

 

■双葉町（対象：中学生以上住民  n=3,710） 

 

 

 

 

 

 

 

■浪江町（対象：15 歳以上住民  n=11,298） 

 

 

 

 

 

 

  

7.2

2.8

2.3

3.0

4.4

5.7

17.6

8.2

2.8

3.2

4.2

7.8

11.3

13.1

8.6

5.8

3.7

6.6

10.4

11.4

9.4

48.3

50.5

54.1

56.8

51.2

47.1

38.5

24.4

36.9

35.8

28.5

24.7

21.1

14.4

3.3

1.1

0.9

0.9

1.5

3.4

7.0

全体

１０－２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

22.8

6.6

11.3

14.6

20.5

29.6

36.9

50.8

61.0

57.8

59.7

52.4

45.5

41.3

24.2

32.5

30.3

24.9

25.6

21.2

18.5

2.2

0.0

0.6

0.8

1.5

3.7

3.3

全 体

１０－２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

6.7

2.8

3.4

3.9

3.9

6.7

13.8

45.5

38.2

40.4

46.9

49.7

50.2

46.2

42.8

54.4

52.8

47.2

44.1

40.8

32.6

5.0

4.6

3.4

2.0

2.3

2.3

7.4

全体

１０－２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

19.5

9.1

10.7

13.5

19.6

24.2

26.7

47.6

41.1

45.2

49.2

50.9

49.7

46.2

30.3

49.0

43.6

37.1

28.7

24.3

20.9

2.7

0.8

0.5

0.2

0.8

1.8

6.1

全体

１０－２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

富岡町であれ

ば居住する 
富岡町でも富岡町

以外でも居住する 
富岡町以外であれ

ば居住する 
現時点では判断で

きない 居住しない 無回答 

居住しない 
現時点では判断

できない 居住する 

居住しない 

現時点では判断

できない 居住する 

「仮の町」に住むつもりはない 具体化されれば移住を検討 
「仮の町」に

住みたい 

（％）

無回答 

無回答 

無回答 
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（１６）町外コミュニティへの移転等に当たっての優先事項 

町外コミュニティへ移転するかどうかを決める上で優先することとして､４町共通して、「希望す

る住居形態であること」が最も多く挙げられている。富岡町、大熊町、浪江町においては、住居

形態に次いで「希望する地域であること」、「早く新たな住居に入居できること」が挙げられており、

双葉町においては、選択肢が異なっており、住居形態に次いで、「放射線量が十分に低いこと」、

「医療施設が近くにあること」が挙げられている。 

 

■富岡町（対象：18 歳以上住民・居住希望者等  n=1,829） 

 

 

 

 

 

 

 

■大熊町（対象：世帯代表者・居住希望者等  n=782） 

 

 

 

 

 

 

 

■双葉町（上位５項目のみ記載  対象：中学生以上住民・居住希望者等  n=1,936）＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■浪江町（上位５項目のみ記載  対象：15 歳以上住民・居住希望者等  n=7,579）＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.5

16.5

16.9

8.7

14.6

11.6

17.4

26.4

34.1

27.7

25.5

25.6

25.4

26.7

42.4

28.2

30.1

40.3

40.5

51.0

41.8

7.5

12.9

21.7

20.1

13.1

5.6

1.0

2.5

1.2

1.2

2.7

2.7

2.4

2.8

6.7

7.1

2.4

2.7

3.6

4.0

10.3

全体

１０－２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

15.6

20.0

21.8

16.2

12.9

13.1

17.3

21.5

20.0

20.0

10.8

22.4

22.5

23.5

47.8

26.7

32.7

50.0

49.0

56.8

44.2

7.3

20.0

18.2

14.9

12.2

2.7

3.1

3.1

6.7

5.5

5.4

1.4

1.4

3.8

4.7

6.7

1.8

2.7

2.0

3.6

8.1

全体

１０－２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

無回答 

無回答 
早く新たな住居

に入居すること 
希望する地域

であること 

希望する住居

形態であること

雇用・就労の

場があること その他 

早く新たな住居

に入居すること 

希望する地域

であること 

希望する住居

形態であること

雇用・就労の

場があること その他 

（％）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

希望する住居形態に入居できること

希望する地域であること

少しでも早く入居できること

希望する単位で入居できること

近隣に雇用・就労の場があること

全体

１０－２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

希望する形態の住宅が確保されること

放射線量が十分に低いこと

医療施設が近くにあること

家族が一緒に住める場所であること

交通が便利であること

全体

１０－２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上
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（１７）町外コミュニティに求めるもの 

町外コミュニティで生活する上で求めるものとして、いずれの町でも最も回答が多いのは「医

療」で、次いで「商業施設（商店・スーパーなど）」が挙げられている。 

■富岡町 （対象：18 歳以上住民・居住希望者等  n=1,829） 

 

 

 

 

 

 

 

■大熊町（１回目） （対象：世帯代表者・居住希望者等  n=782） 

 

 

 

 

 

 

 

■浪江町 （対象：15 歳以上住民・居住希望者等  n=7,579） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１８）町外コミュニティへの移転まで待てる期間 

町外コミュニティへの移転まで待てる期間として、いずれの町も回答者の半数以上は３年以内

の期間を挙げている。 

■富岡町 

（対象：18 歳以上住民・居住希望者等 n=1,829） 

 

 

 

 

■大熊町（１回目） 

（対象：世帯代表者・居住希望者等 n=782） 

 

 

 

 

■双葉町 

（対象：高校生以下を除く住民・居住希望者等  n=1,851）

 

 

 

 

■浪江町  

（対象：15 歳以上住民・居住希望者等  n=7,579） 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

医療

介護・福祉

教育（学校）

雇用・就労の場

商店・コンビニエンスストアなど

コミュニティ

役場出張所

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

医療

介護・福祉

教育（学校）

雇用・就労の場

商店・コンビニエンスストアなど

コミュニティ

役場出張所

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

医療

介護・福祉

教育（学校）

雇用・就労の場

商店・スーパーなどの商業施設

公民館など住民が集まれる場

役場出張所

その他

18.3     38.8     30.5     9.2    3.2    

３年以内１年以内 その他

無回答

（％）

５年以内 

13.8 49.1 26.1 7.4 3.6

１年以内 ３年以内 ５年以内 その他

無回答

（％）

36.0     26.1     4.6    19.5     7.6    6.1    

２年以内 ３年以内

４年以内

５年以内 その他

無回答

（％）

15.0     26.2     21.4     17.9    9.4    10.0    

１年以内 ２年以内 ３年以内 ５年以内 その他

無回答

（％）



 

 

 


